
【調査結果から分かる本市の状況】 〇比較的よくできていた点 ●課題のあった点

○伴って変わる二つの数量の関係に着目し、必要な数量を見いだすことができる。

〔 4⃣ (1) 〕

●台形の意味や性質を理解することに課題がある。〔 2⃣ (2) 〕

●目的に応じて適切なグラフを選択して出荷量の増減を判断し、その理由を言葉や数を用いて

記述することに課題がある。〔 1⃣ (2) 〕

教科に関する調査結果

１ 調査結果の概要

児童数 平均正答数
平均正答率

(％)
中央値 標準偏差

相模原市 5,159 9.2 / 16 57 10.0 4.1

神奈川県（公立） 66,728 9.4 / 16 59 10.0 4.1

全国（公立） 936,399 9.3 / 16 58.0 10.0 4.0

小学校 算数
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対象問題数
（問）

平均正答率(％)
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学習指導要領の領域

62.6 63.5 62.3

53.6

【正答数ごとの層分布（全国四分位）】



〇趣旨

台形の意味や性質について理解しているかどうかをみる。

〇問題

（２） 課題の見られた問題と学習のポイント

２ 成果と課題

（１） 比較的よくできていた問題

〇趣旨

伴って変わる二つの数量の関係に着目し、必要な数量を見いだすことができるかどうかをみる。

〇問題

正答率：83.9％
（全国：82.8％）

【学習のポイント】

台形は向かい合う一組の辺が平行な四角形であることから、向かい合う一組の辺に着目し、その

位置関係が平行である四角形を選ぶことができるようにすることが大切です。

様々な図形を、辺の長さや角の大きさ、それらの位置関係など、図形の構成要素に着目して図形

を捉えられるようにすることが重要です。

正答率：43.3％
（全国：50.2％）



〇趣旨

〇問題

【学習のポイント】

グラフ２は、 「都道府県別のブロッコリーの出荷量の割合」を表しており、このグラフから都道府

県Aの出荷量の「割合」は、2013年から2023年にかけて減っていることが分かります。しかし、

出荷量の全体が分からないため、出荷量が増えたかどうかを判断することはできません。

「都道府県別のブロッコリーの出荷量」を表しているのはグラフ３で、2013年から2023年にか

けて、都道府県Aの出荷量が約２万tから約2.5万tに増加していることから、出荷量が増えたと判

断することができます。

このように、グラフから何が読み取れるのかや、グラフのどの部分に着目すれば判断できるのか

などについて話し合う活動等を通して、目的に応じて適切なグラフを選択して判断し、判断した理

由を言葉や数を用いて説明できるようにすることが大切です。

【正答例】
記号：ア
わけ：グラフ３を見ると、2013年の都道府県Ａのブロッコリーの出荷量は約２万ｔ、2023

年の都道府県Ａのブロッコリーの出荷量は約2.5万ｔで2023年のほうが多いです。
だから、都道府県Ａのブロッコリーの出荷量は増えています。

目的に応じて適切なグラフを選択して出荷量の増減を判断し、その理由を言葉や数を用いて記述でき
るかどうかをみる

正答率：30.6％
（全国：31.0％）



【調査結果から分かる本市の状況】 〇比較的よくできていた点 ●課題のあった点

○事象に即して、グラフから必要な情報を読み取ることができる。 〔8⃣ (1)〕

●相対度数の意味を理解することに課題がある。 〔 5⃣ 〕

●式の意味を読み取り、成り立つ事柄を見いだし、数学的な表現を用いて説明することに課題

がある。 〔 6⃣ (2) 〕

教科に関する調査結果

１ 調査結果の概要

児童数 平均正答数
平均正答率

(％)
中央値 標準偏差

相模原市 4,827 7.5 / 15 50 7.0 4.3

神奈川県（公立） 59,479 7.6 / 15 51 7.0 4.3

全国（公立） 871,097 7.2 / 15 48.3 7.0 4.2

中学校 数学

【正答数ごとの層分布（全国四分位）】
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（２） 課題の見られた問題と学習のポイント

２ 成果と課題

（１） 比較的よくできていた問題

〇趣旨

〇問題

〇趣旨

与えられた度数分布表について、ある階級の相対度数を求めることができるかどうかをみる

〇問題

【学習のポイント】

「相対度数」とは、総度数に対する各階級の度数の割合を示す値のことです。20ｍ以上25ｍ未満

の階級の度数は10であることから、総度数の40で割ると相対度数の「0.25」を求めることがで

き、全体の25％がその階級に属していることが分かります。

このように、総度数に占める各階級の割合を考えることで相対度数の意味を理解したり、相対度

数を用いて総度数の異なる二つの集団の傾向を比較することでその必要性に気付いたりできるよ

うにすることが大切です。

正答率：38.7％
（全国：42.5％）

【正答】 0.25

事象に即して、グラフから必要な情報を読み取ることができるかどうかをみる。

正答率：73.5％
（全国：71.9％）



〇趣旨

式の意味を読み取り、成り立つ事柄を見いだし、数学的な表現を用いて説明することができるかどう
かをみる。

〇問題

正答率：28.5％
（全国：25.7％）

【正答例】
連続する２つの３の倍
数の和は、奇数である。

【学習のポイント】

「太一さんの式の変形」より、計算された式が2(3n+1)+1となっていることから、連続する２つ

の３の倍数の和が2×（整数）+1の形になっていることを捉え、この数が「２の倍数に１を加えた数」

つまり「奇数」であることに気付けるようにすることが大切です。その上で、「連続する２つの３の倍

数の和は、奇数になる。」のように、見出した事柄を数学的な表現で説明できるようにしましょう。

さらに、「連続する２つの３の倍数の和が３の倍数になる」ことが分かったら、「連続する３つの３

の倍数の和はどうなるか。」といった、新たな問題を、自分自身で見出せるようにすることも重要で

す。連続する３つの３の倍数の和は、3n+(3n+3)+(3n+6)=9n+9=9(n+1)となります。

連続する３つの３の倍数の和がどのような数になるのか説明することができるでしょうか。


